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▼
家
　
賃
　
チ
ロ
ル
団
地
は
２
５
，

０
０
０
円
、
そ
の
他
は
入
居
世
帯

の
収
入
に
よ
り
決
定

▼
提
出
書
類
　
申
込
用
紙
（
建
築
住

宅
グ
ル
ー
プ
で
配
付
）、
住
民
票
、

所
得
証
明
書
、
納
税
証
明
書

▼
応
募
締
切
　
１
月
　
日
（
木
）

１５

▼
決
定
方
法
　
抽
選
で
入
居
決
定
し

ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
建
築
住
宅

グ
ル
ー
プ
（
緯
４
２
～
２
２
２
３
）

※
左
表
の
ほ
か
、
随
時
入
居
者
募
集

中
の
住
宅
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

住
み
替
え
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
市
営
住
宅
入
居
者
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
住
宅
　
下
表
の
と
お
り

▼
入
居
資
格

茨
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
に
住
所
か

勤
務
先
が
あ
る
こ
と

芋
一
定
の
収
入
以
内
で
あ
る
こ
と

鰯
確
実
な
保
証
人
が
い
る
こ
と

允
チ
ロ
ル
団
地
は
、
満
　
歳
以
上
　

１８

５０

歳
未
満
の
単
身
者
で
年
収
が
２
５

０
万
円
以
上
の
方

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

■募集住宅

　
滝
川
高
校
で
は
、
平
成
　
年
度
定

２１

時
制
課
程
の
入
学
生
を
次
の
と
お
り

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
人
数
　
　
人
４０

▼
受
検
資
格
　
中
学
校
ま
た
は
こ
れ

に
準
ず
る
学
校
を
卒
業
し
た
方

（
平
成
　
年
３
月
末
日
ま
で
に
中

２１

学
校
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方
を
含

む
）

▼
面
接
日
　
３
月
４
日
（
水
）

※
試
験
科
目
は
面
接
試
験
の
み
で
す
。

▼
合
格
発
表
　
３
月
　
日
（
火
）
午

１７

前
　
時
１０

▼
入
学
時
諸
納
金
　
約
９
，６
７
０

円
（
予
定
）

滝
川
高
校
定
時
制
課
程

入
学
生
募
集

　
市
臨
時
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

▼
職
　
種
　
調
理
補
助
員

▼
募
集
人
数
　
１
人

※
自
家
用
車
で
通
勤
で
き
る
方
を
優

先
し
て
採
用

▼
勤
務
場
所
　
救
護
施
設
親
愛
の
家

▼
勤
務
時
間
　
午
前
６
時
～
午
後
７

時
の
う
ち
４
～
５
時
間
（
早
番
・

普
通
番
・
中
番
・
遅
番
有
り
）

▼
勤
務
日
数
　
月
　
日
程
度

２４

▼
賃
　
金
　
時
給
６
８
８
円

▼
採
用
予
定
日
　
平
成
　
年
２
月
１

２１

日
▼
応
募
締
切
　
１
月
　
日
（
金
）

１６

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
救
護
施
設

親
愛
の
家
（
緯
４
２
～
２
６
７
３
）

市
臨
時
職
員
募
集

▼
募
集
科
目
　
板
金
科
、
電
気
工
事

科
、
建
築
科

▼
募
集
人
数
　
各
科
若
干
名

▼
訓
練
期
間
　
６
か
月
～
１
年
間

▼
実
施
場
所
　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ン

タ
ー
空
知
（
滝
川
市
流
通
団
地
３

丁
目
）

▼
経
　
費
　
無
料
（
教
科
書
、
実
習

服
代
な
ど
の
経
費
が
必
要
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
１
月
　
日
２０

（
火
）
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た

は
滝
川
高
等
技
術
専
門
学
院
（
滝

川
市
文
京
町
４
倆
１
倆
１
緯
２
４

～
６
１
２
８
）

住宅番号面積種別団地・地区名区　　分

Ｋ４　５６－２－１６２㎡３ＤＫ歌神川向地区

改良
前回

Ｃ４６－１２－２４５㎡２ＤＫ中村中央地区

Ｍ５７－３－１６３㎡３ＤＫ文珠本通り地区

Ｔ５３－２－４５６㎡３ＤＫ中村中央団地公営

Ｍ５９－１－３６３㎡３ＤＫ文珠本通り地区改良

今回 Ｋ５７－１－４６６㎡３ＤＫ文珠西歌団地
公営

Ｂ－４３３㎡１ＬＤＫ文珠チロル団地

　
防
衛
省
で
は
、
予
備
自
衛
官
補
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格

自
衛
官
募
集

▽
一
般
公
募
　
　
歳
以
上
　
歳
未
満

１８

３４

▽
技
能
公
募
　
　
歳
以
上
で
保
有
す

１８

る
技
能
に
応
じ
て
　
～
　
歳
未
満

５３

５５

▼
受
付
期
間
　
１
月
中
旬
～
４
月
上

旬
▼
試
験
日
　
４
月
中
旬
（
１
日
間
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
札
幌
地
方

協
力
本
部
滝
川
地
域
事
務
所
（
 緯

２
２
～
２
１
４
０
）

▼
授
業
料
　
毎
月
約
８
，０
０
０
円

（
予
定
）

▼
願
書
受
付
期
間
　
１
月
　
日
（
火
）

２０

～
同
　
日
（
金
）
正
午

２３

▼
問
い
合
わ
せ
　
滝
川
高
等
学
校
定

時
制
課
程
（
緯
２
３
～
１
１
１
４
）

　
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
歳
に
な
る
と
、
多
く
の
権
利
が

２０
認
め
ら
れ
る
と
同
時
に
義
務
も
課
せ

ら
れ
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
国
民
年
金

へ
の
加
入
が
あ
り
ま
す
。
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
を

除
き
、
日
本
に
住
む
　
歳
か
ら
　
歳

２０

６０

ま
で
の
す
べ
て
の
方
が
国
民
年
金
に

　
歳
に
な
っ
た
ら
国
民

２０年
金
の
加
入
手
続
き
を

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
加
入
手
続
き
を
し
て
い

な
か
っ
た
り
、
保
険
料
を
未
納
に
し

て
い
る
と
、
思
わ
ぬ
病
気
や
け
が
な

ど
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
障
害
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、

老
齢
基
礎
年
金
を
減
額
さ
れ
た
り
し

て
、
支
給
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
将
来
、
そ
し
て
万
一
の

と
き
に
後
悔
し
な
い
た
め
に
も
、
国

民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
、
保
険

料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
学

生
の
方
に
は
学
生
納
付
特
例
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
生
活
グ
ル
ー

プ
（
緯
４
２
～
３
２
１
７
）

委
託
訓
練
生
募
集
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調
理
師
業
務
従
事
者
届

　
調
理
師
法
で
は
、
調
理
業
務
に
従

事
し
て
い
る
調
理
師
の
方
は
、
２
年

ご
と
の
　
月
　
日
現
在
の
調
理
従
事

１２

３１

場
所
等
を
知
事
あ
て
に
届
け
る
こ
と

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

くらしの情報

　
「
外
地
か
ら
引
揚
さ
れ
た
方
」
「
恩

給
を
受
け
て
い
な
い
旧
軍
人
で
あ
っ

た
方
」「
シ
ベ
リ
ア
な
ど
で
強
制
抑
留

さ
れ
た
方
」
で
、
ま
だ
特
別
慰
労
品

を
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早
急

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
請
求
書
は
、
住
民
福
祉
課
に
あ
り

ま
す
。
資
格
要
件
等
く
わ
し
く
は
、

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
緯
0
1
2

0
～
2
3
4
～
9
3
3
）
へ
。

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
　
月
　
日
現
在
の
状
況

２０

１２

３１

を
書
き
込
ん
で
、
平
成
　
年
１
月
　

２１

１５

日
ま
で
に
、
働
い
て
い
る
地
域
の
社

団
法
人
北
海
道
全
調
理
師
会
各
支
部

ま
た
は
滝
川
保
健
所
に
届
け
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
対
　
象
　
寄
宿
舎
・
学
校
・
病
院

・
事
業
所
・
社
会
（
児
童
・
老
人
）

福
祉
施
設
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・

矯
正
施
設
・
そ
の
他
多
人
数
に
飲

食
物
を
調
理
し
て
供
与
し
て
い
る

施
設
及
び
飲
食
店
営
業
・
魚
介
類

販
売
業
・
そ
う
ざ
い
製
造
業
で
調

理
業
務
に
従
事
し
て
い
る
調
理
師

の
方

▼
届
け
出
先
（
用
紙
は
各
支
部
及
び

滝
川
保
健
所
に
あ
り
ま
す
）

▽
北
海
道
全
調
理
師
会
砂
川
支
部
　

酒
房
花
い
た
（
砂
川
市
西
２
条
南

１
丁
目
１
番
緯
５
２
～
２
１
１

１
）

▽
同
滝
川
支
部
　
味
心
は
か
ま
田

（
滝
川
市
栄
町
３
丁
目
４
番
　
号
３０

緯
２
３
～
０
０
２
９
）

▽
同
芦
別
支
部
　
居
酒
屋
わ
ら
べ

（
芦
別
市
北
１
条
西
１
丁
目
　
番
１３

地
緯
２
２
～
３
５
４
４
）

▽
滝
川
保
健
所
健
康
推
進
課
健
康
増

進
係
（
滝
川
市
緑
町
２
丁
目
３
番

　
号
緯
２
４
～
６
２
０
１
）

３１
▼
問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
全
調
理
師

会
（
緯
０
１
１
～
５
１
１
～
１
３

５
１
）
ま
た
は
滝
川
保
健
所
（
緯

２
４
～
６
２
０
１
）

特
別
慰
労
品

請
求
は
３
月
末
ま
で

　
北
海
道
勤
医
協
で
は
、
経
済
的
理

由
に
よ
り
適
切
な
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
に
対
し
、
無
料
ま

た
は
低
額
な
料
金
で
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。

▼
対
　
象

▽
病
気
や
障
害
な
ど
で
収
入
が
な
く

な
っ
て
困
っ
て
い
る
方

▽
リ
ス
ト
ラ
や
失
業
の
た
め
一
時
的

に
収
入
が
な
く
な
っ
て
困
っ
て
い

る
方

▽
医
療
費
の
支
払
い
を
す
る
と
生
活

に
困
難
を
生
じ
る
方

▽
前
記
以
外
の
理
由
で
医
療
費
の
支

払
い
が
困
難
な
方

▼
一
部
負
担
の
全
額
も
し
く
は
一
部

免
除

▽
全
額
免
除
＝
１
か
月
の
収
入
が
お

お
む
ね
生
活
保
護
基
準
の
１
２
０

％
以
内

▽
一
部
免
除
＝
１
か
月
の
収
入
が
お

お
む
ね
生
活
保
護
基
準
の
１
４
０

％
以
内

▼
無
料
診
療
　
ホ
ー
ム
レ
ス
、
住
所

喪
失
不
安
定
就
労
者
（
ネ
ッ
ト
カ

フ
ェ
難
民
）
、
人
身
取
引
被
害
者
、

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
被
害
者
、
外
国
人
労
働
者
な
ど

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
　
所
得
が
わ

か
る
も
の
（
年
金
通
知
書
な
ど
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
勤
医
協
神
威
診
療

所
（
緯
４
２
～
２
０
２
５
）

　
所
得
税
や
市
民
税
の
申
告
の
際
、

障
が
い
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
　
歳
以
上
の
方
で
も
、
介

６５

護
保
険
の
要
介
護
状
態
に
よ
っ
て
は
、

障
が
い
者
に
準
ず
る
高
齢
者
と
し
て
、

障
が
い
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
控
除
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
は
認

定
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
保
健

介
護
グ
ル
ー
プ
（
緯
４
２
～
３
２
１

７
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

北
海
道
勤
医
協

無
料
・
低
額
診
療
制
度

障
が
い
者
控
除

▼材料２人分
　高野豆腐 ……………………… ２枚
　豚うす切り肉 ………………… ６枚
　小麦粉 ………………………… 少々
　ししとう ……………………… ６本
　油 ………………………… 小さじ１
▽合わせ調味料
　だし汁 ………………… １/２カップ
　酒 ………………………… 大さじ１
　みりん …………………… 小さじ２
　しょうゆ ………………… 大さじ１
▼１人分栄養価
　エネルギー１９９kcal、カルシウム
１０５mg、塩分1.5ｇ

気
に
な
る
方
に
お
す
す
め
の
ヘ
ル
シ

ー
な
１
品
で
す
。
淡
白
な
高
野
豆
腐

に
豚
肉
を
巻
き
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
を

持
た
せ
ま
し
た
。
一
口
サ
イ
ズ
で
食

べ
や
す
く
、
酒
の
さ
か
な
や
弁
当
の

お
か
ず
に
も
ぴ
っ
た
り
で
す
。

　
お
正
月
に
残
っ
た
高
野
豆
腐
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
さ
っ
そ
く
お
試
し
く

だ
さ
い
。 

「
肉
巻
き
高
野
豆
腐
」

①
高
野
豆
腐
は
戻
し
て
か
ら
１
枚
を

６
つ
に
切
る
。
肉
は
幅
半
分
に
切

る
。
し
し
と
う
は
切
り
込
み
を
入

れ
る
。

②
肉
で
高
野
豆
腐
を
巻
き
、
表
面
に

小
麦
粉
を
ま
ぶ
し
、
油
を
熱
し
た

フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
く
。
あ
い
た
場

所
に
し
し
と
う
を
入
れ
て
一
緒
に

焼
く
。

③
合
わ
せ
調
味
料
を
加
え
て
、
汁
気

が
な
く
な
る
ま
で
強
火
で
煮
る
。

▽
残
っ
た
高
野
豆
腐
の
煮
物
で
も
作

れ
ま
す
。
そ
の
分
調
味
料
は
少
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

▽
カ
レ
ー
粉
を
加
え
る
と
、
子
ど
も

向
き
の
味
付
け
に
な
り
ま
す
。

　
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
（
 坂
本
 

さ
か
も
と

 季
  代
  恵
 会

き
 
よ
 
え

長
・
推
進
員
　
人
）
で

１８

は
、
推
進
員
が
お
す
す

め
す
る
健
康
料
理
を
広

報
紙
を
通
し
て
皆
さ
ん

に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
年
末
年
始

の
食
べ
過
ぎ
で
体
重
が

 ●
料
理
の
作
り
方

 ●
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
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編
集
と
発
行
　
歌
志
内
市
総
務
財
政
課
広
報
情
報
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
電
話
４
２
～
３
２
１
２
番
（
毎
月
１
日
・
発
行
）　
印
刷
　
留
萌
印
刷
㈱

…………………………………………………………………………………………

くらしの情報

…………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………

平成２１年１月１日

　
消
防
本
部
で
は
、
平
成
　
年
消
防

２１

出
初
式
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
団
員
招
集
の
た
め
午

後
２
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

の
で
、
火
災
と
お
間
違
い
の
な
い
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
１
月
５
日
（
月
）

▼
内
　
容

▽
分
列
行
進
　
午
後
２
時
　
分
（
公

２０

民
館
前
）

▼
料
　
金
　
無
料

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
１
月
　
日
２２

（
木
）
ま
で
に
滝
川
保
健
所
健
康
推

進
課
精
神
保
健
福
祉
係
（
緯
２
４

～
６
２
０
１
）
へ
。

◆
お
知
ら
せ
◆
　
現
行
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、
２
０
１
１
年
（
平
成
　
年
）
７
月
　
日
ま
で
に
終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す
。 

〈
庶
務
企
画
グ
ル
ー
プ
〉

２３

２４

消
防
出
初
式

　
郷
土
館
で
は
、
ゆ
め
つ
む
ぎ
通
信

員
の
協
力
を
い
た
だ
だ
き
、
石
炭
ス

ト
ー
ブ
で
も
ち
米
を
ふ
か
し
、
う
す

と
き
ね
を
使
っ
た
昔
な
が
ら
の
も
ち

つ
き
と
本
州
産
の
 孟
宗
竹
 を
使
っ
た

も
う
そ
う
ち
く

ミ
ニ
ス
キ
ー
体
験
会
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
有
料
入
館
さ
れ
た
方
先
着

　
人
に
つ
き
た
て
の
も
ち
を
差
し
上

５０げ
ま
す
。
大
人
・
子
ど
も
を
問
わ
ず
、

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
１
月
　
日
（
月
）
午
前

１２

　
時
～
正
午

１０
▼
と
こ
ろ
　
郷
土
館

▼
入
館
料
　
大
人
２
０
０
円
、
小
・

中
学
生
１
０
０
円

も
ち
つ
き
と

竹
ス
キ
ー
体
験
会

　
最
近
熟
睡
で
き
な
い
・
や
る
気
が

出
な
い
・
な
ん
だ
か
気
分
が
優
れ
な

い
な
ど
、
気
に
な
る
症
状
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　
心
の
健
康
相
談
で
は
、
ご
本
人
や

ご
家
族
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

希
望
す
る
方
は
、
気
軽
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
１
月
　
日
（
金
）
午
後

２３

２
時
～
同
４
時
　
分
３０

▼
と
こ
ろ
　
砂
川
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

▼
相
談
医
　
精
神
科
医
師

▼
問
い
合
わ
せ
　
郷
土
館
（
緯
４
３

～
２
１
３
１
）
へ
。

▽
観
閲
式
　
午
後
２
時
　
分
（
公
民

３０

館
前
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
（
 緯
４

２
～
３
２
５
５
）

▲平成２０年 消防出初式

年末年始休日のお知らせ
一部変更がありました

　１２月号７ページ中段の市内の金融機関について、当初、

予定で掲載していた歌志内・神威・文珠郵便局の年末年

始における窓口及びＡＴＭの取り扱いが確定し、歌志内

郵便局の１日～３日のＡＴＭ取り扱い時間を「9:00～

17:00」より「取り扱いなし」に訂正しました。

心
の
健
康
相
談

 矢  口 　 稜  人 くん（左・長男・６歳１か月）
や ぐち りょう と

　　　 朱  浬 くん（右・次男・１歳１か月）
しゅ り

とお母さん

文珠しらかば団地

お父さん・ 裕一 さん　お母さん・ 志  寿  香 さん
ゆういち し ず か

お母さんのひとこと

　稜人は、観察力があり、少しの変化に気づ

きときどき驚かされます。朱浬は、新聞を引

っ張り出してひっちゃかめっちゃかにするな

どやんちゃばかりしていますね。二人ともこ

のまま元気に明るく育ってほしいです。

歌志内なまはげ祭り

　第２３回歌志内なまはげ祭りが、次のとおり

開催されます。

　２月１日は、会場に手おけや包丁を携えた

なまはげが登場して、勇壮な踊りを披露しま

す。この他、無病息災を願うもちまきなどが行

われます。翌２日は、なまはげが市内の事業所

や施設を訪問。夜には、「家内安全」「悪霊退散」

の願いを込めて、一般家庭を訪ね歩きます。

諮と　き　２月１日（日）午後５時～同６時

諮ところ　公民館駐車場特設会場

なまはげ来訪希望家庭募集！

　なまはげの来訪を希望するご家庭は、下記

まで申し込みください。

諮来訪日時　２月２日（月）

　　　　　　午後６時30分～同８時

諮申し込み　１月３０日（金）までになまはげ

の会事務局山中（勤務先緯４２～
２４９５）へ。

▲平成２０年歌志内なまはげ祭▲平成２０年 歌志内なまはげ祭りり


